
頁 行 誤 正

目次 第Ⅰ章　２. 発掘調査の概要 埋蔵文化財調査の概要

4 35 段丘層 段丘礫層

12 5 (図1) (図1)。

24 24 約2ｍ 約1ｍ

24 29～30 確認されたた。 確認された。

31 14 Ｇ5区 Ｇ－5区

31 18 Ｆ3区 Ｆ－3区

47 37 (註) (30頁註)

55 4 安達火山な東北地方 安達火山など東北地方

60 24 礫交じりの 礫混じりの

66 7 青葉山遺跡群(Ｂ・Ｃ地点） 青葉山遺跡群(Ｂ・Ｅ地点）

73 12 (梶原ほか1987) (梶原ほか1986)

98 22 溝跡1基、 溝跡1条、

100 図45　３号土坑

111 5・6・7・8 海綿状骨針 海綿骨針

117 22 海綿状骨針 海綿骨針

126 11 堀方 掘方

126 38 考えられる。ﾌ 考えられる。

133 7 東北大学埋蔵文化財研究センター 東北大学埋蔵文化財調査研究センター

133 38 サニデイン サニディン

163 図版7－8キャプション (南か・取り上げ前) (南から・取り上げ前)

165 図版9－1キャプション ※№1001は出土時と表裏逆 削除
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仙台城二の丸北方武家屋敷跡第6地点の調査　青葉山遺跡Ｅ地点第5調査　芦ノ口遺跡第4次調査

正誤表

48.0m


